
新しい防災ヘリが静岡県民を
空から守ります！

～静岡県消防防災航空隊の活動～

危機管理部消防保安課

静岡県消防防災航空隊の概要

組 織 ９名の消防職員（市町消防本部から派遣）

発 足 平成９年４月１日

勤 務 時 間 365日体制　8:30～17:15（時間外は緊急招集）

飛 行 時 間 8:30～17:15（通常災害の対応は日の出から日没まで）

基 地 静岡ヘリポート（静岡市葵区諏訪８－１０）

任 務 救助、救急、火災防ぎょ、上空偵察等

運 航 静岡エアコミュータ㈱に委託



静岡県消防防災ヘリコプター

機体

＜データ＞

・型番 AW１３９

　（イタリア　レオナルド社製）

・導入時期　　　令和元年９月

・最大離陸重量　　 ６．４　t

・エンジン出力　３，３５８　馬力

・巡航速度　　　　　２７８　km/h

・航続距離　　　　　７３０　km

導入の

効果

　機体性能の強化
　①高高度地帯での救助活動を実施（富士山８合目や南アルプス等）

　②輸送人員の増加最大離陸重量の増加  

　③巡航速度・航続距離の向上　

⇒多くの救助事案に対応可能となったことで、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　県民の安全確保に貢献！！

静岡県消防防災航空隊の運航実績

  
 

火災 
水難
救助 

山岳
救助 

その他

救助 救急 その他 合計 
総飛行

時間 

Ｒ１ 9 18 15 2 18 5 67 306 
Ｒ２ 4 19 11 3 15 1 53 231 
Ｒ３ 10 16 17 1 19 13 76 269  

昨年７月の熱海市の土石流災害では、
被災現場の情報収集活動を行い、上空から取得した
映像を県関係部局のほか、国及び各市町に配信。 



救助活動の様子

消防防災ヘリコプターの運航に関する基準【勧告】
（令和元年９月24日告示）

防災ヘリによる消防隊員の殉職事故を二度と起こさない決意のもと、
各航空隊が遵守すべき運航上の基準を策定（総務省消防庁）

静岡県消防防災航空隊安全への取組

Ｈ２１年～Ｒ元年 ４件の墜落事故 ２６名死亡
（岐阜・埼玉・長野・群馬）

令和２年度～　　全国に先駆けて「二人操縦士体制」を導入

令和４年度～　 シミュレーターによる緊急操作訓練を新たに導入



ＹｏｕＴｕｂｅ ホームページ インスタグラム


